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全国キャラバン３QUESTIONS
東北地区 関東地区 関西地区 九州・沖縄地区

所属組織や専門名だけで内容を判断してしまいがちな先入観を取り除き、本音で意見交換するため
の数々の工夫をとりいれました。存在すら知らなかった語彙や視点、手法と遭遇し、自身の研究
テーマの深化だけでなく、分野や組織を超えた共同研究等、研究の可能性を広げます。

立ち番不要で発表は3分！ポスターの製作と掲示も事務局が実施 掲載無料

３つの質問に答えるだけの研究ポスター発表大会

東北大学 青葉山コモンズ
「青葉山駅」下車。南出口より徒歩約5分。

8/23土〜27水

ポスター申請 受付期間

東北地区の大学、学術研究機関、高等専門学校に所
属する教員、研究者 先着100名

8月8日(金) 正午まで

申請対象

2025年度
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https://www.iias-3questions.info/

新しい研究の予感
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ひらめきや気づきは、
あなたが動いた結果とし
ておとづれる。

企業⼈から⾏政、⼩中⾼⽣ま
でもが参加して誰でも研究ポ
スターにコメント︕

他
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野
$
出
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問いのシャワーを浴びに行く

90秒で伝わる開催動機
（メッセージ動画）

主催：公益財団法人国際高等研究所 共催：東北大学、秋田大学、仙台大学、東北学院大学、弘前大学、福島大学、山形大学（会場ご提供の東北大学
以下、五十音順） 企業パートナー：江崎グリコ株式会社、日鉄興和不動産、株式会社インフォマート、CACTAS、メルカリR4D、
サントリーホールディングス株式会社、UNLOCKS、三菱ケミカル株式会社他 後援：岩手大学、日本経済新聞社イベント・企画ユニット



この企画の特長は？

① 匿名制のポスター発表で、研究の可能性を
広げることができる

所属組織や専門名だけで内容を判断してしまいがち
な先入観を取り除き、本音で意見交換するための工
夫を凝らしています。様々な分野からのコメントで
ひらめきを得、研究の可能性を広げます。

② 他分野との新たな出会い

開催期間中に複数回行われるセッションや交流イベ
ントによって、普段交流のない分野の研究者や企業
と出会い、交流を深めネットワークを作ることがで
きます。

③ 忙しい研究者の方でも最小のエフォートで

研究テーマに関する3つの質問に(2５0文字程
度で）お答えいただき、画像を1枚ご提供いた
だくだけです(事務局で画像選定も可）。 ポス
ターのデザインや印刷、掲示は事務局が実施
し、開催期間中の立ち番も不要。そして、口頭
発表は3分のみ。

全国キャラバン３QUESTIONS
2025年度

研究ポスター発表申請、受付中（先着100名）

３つの質問に答えるだけの
研究ポスター発表大会

どの分野でも発表可。
研究ポスター発表は
あえて無記名！

ポスター前の立ち番不要
発表は３分のみ！
Group Sessionで新たな出会いを

各質問には200文字での返答

ポスターのデザイン、印刷、掲示は事務局で

なぜこういう企画をやるの？

今日の学術界およびそれを担う行政は、短期的な視
野での実施になりがちと批判されることも少なくは
ありません。しかしながら、研究者もまた日常業務
や業績競争の波に押され、根本から問う姿勢を保て
なくなっている傾向があることもまた事実です。
しかし、なんとかこの流れに抗いたい！ 政策や制
度に頼るのではなく、自身の探求心に誠実な研究者
の精神（研究魂）を信じたい！ 言うまでもなく研
究の源泉は「己の問い」であり、これを磨くことで
本質的でイノベイティブな研究の創発につながるの
は間違いない。そして、この「問い」は対話によっ
て磨かれるものであり、ホーム（仲間内、専門内）
だけでなく、アウェイでこそ鍛えられるのは言うま
でもない！ そのような問いを磨くための対話を促
す仕掛けが詰まったのが、分野不問で無記名制の研
究ポスター発表大会「３Questions」です。

本事業の主催である公益財団法人国際高等研究所は、「人類の未来と幸福のために何を研究するかを研究する」を

基本理念とする公益財団法人です。所在：京都府木津川市、理事長 上田 輝久（島津製作所 代表取締役 会長）、
所長 松本 紘（京都大学元総長）

2024年度は、北海道、北信越、東海、四国の５地区で開催しました！ これまで５日間の開催期間中、のべ300人程度
の来場があり、企業、行政、小中高生、パパ・ママ、アーティスト等が自由に研究者と出会う仕組み（来場無料）


